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　運動器疾患の治療においてリハビリテーションの
役割が大きいことは言を俟たない．特に骨折治療に
おいては，保存的治療，手術治療にかかわらず，適
切な後療法が良好な機能回復につながるが，骨折の
部位，骨折型，治療法，患者の年齢など多くの要素
が骨癒合に関与するため，リハビリテーションの考
え方をパターン化することはきわめて困難である．
施設によっては大腿骨近位部骨折に対する標準的治
療法などでクリニカルパスが作られているが，多く
の骨折では個別に対応されているのが現状であろ
う．「個別に対応」するには，骨癒合のメカニズム，
各種の保存的治療や手術治療の特徴を理解し，さら
にX線をはじめとした画像検査の結果を正しく解釈
できる必要がある．
　本書は 2000年に Stanley Hoppenfeldらによる原著
が発刊され，2002年に江藤文夫らの監訳により日本
語版として発行された『骨折の治療とリハビリテー
ション（Treatment and Rehabilitation of Fractures）』の
改訂版とも呼ぶべきものであり，産業医科大学整形
外科とリハビリテーション科のスタッフを中心にま
とめられた力作である．編集者が序文に書いている
ように，この十数年の間に骨折治療は大きく進歩
し，特に大腿骨転子部骨折に対するショートフェモ
ラルネイル，各種骨折に対するロッキングプレー
ト，椎弓根スクリューを主体としたインストゥルメ

ンテーションによる脊椎の強固な内固定，生体吸収
性材料などが広く用いられるようになった．全体の
構成，各セクションの項目立ては前書を踏襲してい
るが，記述の内容と X線を中心とした図はほぼ完全
に改変されている．総論は骨折治癒とメカニズムか
ら荷重の考え方までわかりやすく書かれており，整
形外科医だけでなく運動器疾患にかかわるリハビリ
テーション医師や理学療法士，作業療法士にはぜひ
通読していただきたい．各論は骨折ごとに「治療の
指針」として受傷機序，分類，治療のゴール，治療
法，合併症などがまとめられている．特に下肢の骨
折では歩行の各相において骨折部にどのような力が
加わるかが詳細に記載されている．続いて「治療の
実践」として，受傷後の経過期間ごとに骨癒合の状
況，整形外科およびリハビリテーション上の注意，
治療法としてその骨折に特有な評価や指導のポイン
トがまとめられている．以上のような記述は他のテ
キストでみかけたことがなく，きわめてユニークで
わかりやすい．
　このテキストを読ませていただき，評者は早速リ
ハビリテーション専門医を目指す若手医師に薦めた
ところである．次版ではぜひ外傷性脱臼を含めてさ
らに充実させていただきたい．
（B5　頁468　2017年　定価：8,500円＋税［ISBN978‒
4‒524‒25973‒1］　南江堂刊）

酒井昭典・佐伯　覚　編集
骨折の治療指針とリハビリテーション
―具体的プロトコールから基本をマスター！
芳賀信彦（�東京大学大学院医学系研究科外科学専攻感覚・運動機能医学講座リハビリテー

ション医学分野）

書　評

　厚生労働省が 6月 2日に発表した「2016年歯科疾
患実態調査」の結果で，80歳になっても自分の歯が
20本以上残っている「8020」達成者が過去最高の
51％となり，高齢者の歯や口腔内の健康状態が良く
なっていることが分かった．
　調査は 2015年 10～11月，全国 150地区の満 1歳
以上の男女を対象に歯や口腔内の状態や歯磨きの程

度などを把握．6,278人の回答をまとめた．
　結果では，20本以上自分の歯を持つ人の割合が，
2011年の前回調査より 40歳以上の全年齢層で増加
したこと，8020達成者の割合が 11ポイントも増え
たこと，毎日 2回以上歯磨きする人が 77％いること
などが分かった．
 （福祉新聞・第 2815号　2017年 6月 19日）

8020 達成 51％
歯の健康度アップ
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